
卒業研究 演習 教授 白山 真一

科目カテゴリー 国際ビジネス学科の必修科目 科目ナンバリング 21300401

１．テーマ

会計に関する諸問題の研究（会計に関連するような各種の社会現象に関する研究も幅広く含む。）

２．ゼミのねらい・概要

３年次の専門ゼミで習得した基礎知識を用いて，各ゼミメンバーが各自の問題意識に基づく研究テーマに積極的に取組

むことを基本的なねらいとします。

卒業論文の作成を通じて，論理的な思考の方法を習得することを指導しますが，それだけではなく，卒業した後，社会

人になった際にも役立つ実践的な能力も身に付けてもらうように指導します。

３．ゼミ計画

ゼミ計画は，概ね以下のとおりとしますが，ゼミメンバーの問題意識や関心・興味等を見極めながら適宜見直しを図っ

ていく場合があります。

〈前期〉

１．ガイダンス（各自の研究テーマの確認など）

２．卒業論文の作成開始に際しての留意点の解説

３．卒業論文の骨格の発表（ゼミ生４名）と個別議論①

４．卒業論文の骨格の発表（ゼミ生４名）と個別議論②

５．卒業論文の骨格の発表（ゼミ生４名）と個別議論③

６．卒業論文の骨格の発表（ゼミ生４名）と個別議論④

７．卒業論文の骨格の発表（ゼミ生４名）と個別議論⑤

８．卒業論文の骨格の発表（ゼミ生４名）と個別議論⑥

９．卒業論文の概要の発表（ゼミ生４名）と個別議論①

10．卒業論文の概要の発表（ゼミ生４名）と個別議論②

11. 卒業論文の概要の発表（ゼミ生４名）と個別議論③

12．卒業論文の概要の発表（ゼミ生４名）と個別議論④

13．卒業論文の概要の発表（ゼミ生４名）と個別議論⑤

14．卒業論文の概要の発表（ゼミ生４名）と個別議論⑥

15．前期まとめ（後期に向けた卒論作成計画など）

〈後期〉

１．ガイダンス（卒論完成スケジュールの詳細確認など）

２．卒業論文の中間発表（ゼミ生４名）と個別議論①

３．卒業論文の中間発表（ゼミ生４名）と個別議論②

４．卒業論文の中間発表（ゼミ生４名）と個別議論③

５．卒業論文の中間発表（ゼミ生４名）と個別議論④

６．卒業論文の中間発表（ゼミ生４名）と個別議論⑤

７．卒業論文の中間発表（ゼミ生４名）と個別議論⑥

８．卒業論文の完成へ向けての留意点の解説

９．卒業論文の最終発表（ゼミ生４名）と個別議論①

10．卒業論文の最終発表（ゼミ生４名）と個別議論②

11. 卒業論文の最終発表（ゼミ生４名）と個別議論③

12．卒業論文の最終発表（ゼミ生４名）と個別議論④

13．卒業論文の最終発表（ゼミ生４名）と個別議論⑤

14．卒業論文の最終発表（ゼミ生４名）と個別議論⑥

15．全体のまとめ（旅立つ君たちに向けて）

４．準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

①各自が取り組んでいる研究テーマに関する知識習得・現状分析・考察の計画的な実施,及び②ゼミ時間における研究進

捗の前期・後期を通じた各種発表に向けた準備を担当教員の指導に基づき適切に実施するようにしてください。なお，①

の実施には週２時間以上必要で，②の実施には，発表時への事前準備として３時間以上必要となります。

５．課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法

研究進捗の骨格発表，概要発表,中間発表および最終発表の際，個別に講評（不足している点や今後取組むべき点など）

します。また，卒業論文を提出した後も，個別に講評（残された課題や今後進むべき方向性など）をコメントします。な

お，コメントの通知方法については事前に連絡をします。

６．ゼミにおける学修の到達目標

研究の手法を身に着けたうえで,論文の作成形式などを理解して,自らの主張を論理的にまとめあげ,大学生活 4 年間の

集大成となるような卒業論文を完成させることです。



７．成績評価の方法・基準

卒業論文の内容（60％）および相互ディスカッションを含めたゼミに対する取組み姿勢（40％）によって評価します。

８．テキスト･参考文献

各自の研究テーマに必要と思われる文献などを個別に指示します。

９．受講上の留意事項

卒業論文のテーマは会計に多少なりとも関連性があれば,幅広い分野の関心事項をテーマにしていただいて構いません。

とにかく,卒業論文を完成させることにすべてを集中してください。

10．「実務経験のある教員等による授業科目」の該当の有無

該当します。本ゼミは，監査法人における公認会計士業務及び会計アドバイザリー業務の実務経験を活かして指導しま

す。

11．卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目との関連

上記の「科目カテゴリー」欄の記載のとおり。


